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各 位 

 

会 社 名 株式会社マネーパートナーズ 

代表者名 代表取締役社長 奥山 泰全 

（ コ ー ド  8732 大 証 ヘ ラ ク レ ス ） 

問合せ先 取締役ＣＦＯ兼経営企画部長 中西 典彦 

（TEL. ０３－４５４０－３８０４） 

 

「大証ＦＸ（仮称）」のシステム導入についての業務コンサルティング契約に関するお知らせ 

 

当社は、株式会社シンプレクス・テクノロジーの公表した平成20年６月23日付プレス・リリース「大阪証券取引所

から取引所外国為替証拠金取引「大証ＦＸ（仮称）」のシステム導入案件を正式受注」（以下、「本案件」といいます。）

に関連して、株式会社シンプレクス・テクノロジーと当社の100％子会社である株式会社マネーパートナーズソリュ

ーションズとの三者間で業務コンサルティング契約を締結し協力していくことを決定いたしましたので、お知らせい

たします。 

 

記 

 

１．業務コンサルティング契約の目的 

当社グループはこれまで、株式会社大阪証券取引所より平成20年４月22日に公表されている「取引所外国為替証

拠金取引市場の創設について」に関して、価格決定プロセスにおいて高い透明性を有し、取引相手の信用リスクの

排除が可能である取引所取引が提供されることは、様々な事業者がサービスの提供を行っている外国為替証拠金取

引市場の一層の発展のために歓迎すべきことであるとの見解を表明してまいりました。 

当社グループは、当社グループの提供する相対取引としての外国為替証拠金取引と取引所取引としての外国為替

証拠金取引は、それぞれ長所及び短所を有しており、今後も共存していく取引形態であると考えております。 

一方、当社グループは、外国為替証拠金取引サービスを顧客に提供するだけでなく、外国為替取引システムに係

る経営資源を有効活用し、収益基盤を拡充することを目的として、外国為替取引システムのホワイトラベル提供な

どのＢtoＢ展開を図っております。 

本件による当社グループの業務ノウハウの提供は、店頭デリバティブを含む外国為替証拠金取引市場の一層の発

展を促すものであり、当社グループの新たな収益機会の創出に資するものと考えております。 

 

２．業務コンサルティング契約の内容 

当社グループは、本案件に関して、株式会社シンプレクス・テクノロジーに対して業務ノウハウの提供等をコン

サルティング業務として行います。 

 



 

３．株式会社シンプレクス・テクノロジーの概要 

商 号 株式会社シンプレクス・テクノロジー 

代 表 者 代表取締役社長 金子 英樹 

本店所在地  東京都中央区日本橋一丁目４番１号 

設 立 年 月 平成９年９月 

資 本 金 368百万円（平成20年３月31日現在） 

主な事業内容 金融機関の収益業務に関わるシステム開発 

当社との関係 

 資本関係：株式会社シンプレクス・テクノロジーは、平成20年３月31日現在の株主名簿によれば当社株式を

3,000株所有しております（発行済株式総数の0.9％）。 

 人的関係：該当事項はありません。 

 取引関係：当社の100％子会社を通じて、外国為替取引システムの開発及び保守を委託しております。 

 

４．株式会社マネーパートナーズソリューションズの概要 

商 号 株式会社マネーパートナーズソリューションズ 

代 表 者 代表取締役社長 小西 啓太 

本店所在地 東京都港区六本木一丁目６番１号 

設立年月日 平成18年９月15日 

資 本 金 30百万円 

主な事業内容 外国為替取引システムの設計、開発並びに保守 

当社との関係 

資本関係：当社の100％出資子会社であります。 

人的関係：当社の取締役４名が、取締役及び監査役を兼務しております。 

取引関係：外国為替取引システムの開発及び保守の委託等を行っております。 

 

５．日程 

平成20年６月23日 業務コンサルティング契約の覚書締結 

平成20年７月上旬 業務コンサルティング契約締結（予定） 

 

６．今後の見通し 

本件による当社グループの業績への影響は軽微であります。 

また、現時点において、本案件への関与を除き株式会社大阪証券取引所の創設する取引所外国為替証拠金取引市

場への関与についての決定事項はありません。 

 

以 上 


